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	子どもボランティアサミットのご報告
	2026年10月18日実施

	当日の様子
	たくさんの子どもたち・地域の方・関係者のみなさんの参加をいただきました。
	活動発表
	舞小学校  かがやき子ども福祉委員
	　４中学校１小学校の子ども福祉委員の普段の活動をそれぞれ発表しました。
	　それぞれ全員が発表内容を考えて、自分たちの言葉で感じたことなどを伝えてくれました。
	鳥取中学校子ども福祉委員  幸せ運び隊


	活動発表
	鳥取東中学校子ども福祉委員
	カフェで自分が作ったポスターをお客さんに褒めてもらえて嬉しかった
	今まで関わりがなかった
	良かった

	貝掛中学校子ども福祉委員  貝掛夢かなえ隊
	昭和横丁では出店のお手伝いをし、多くの人と関わることができた

	飯の峯中学校子ども福祉委員  夢かなえ隊

	グループ交流・発表
	テーマ：①あったかいまちってどんなまち？
	　　　　②あったかいまちをつくるために・自分たちができること
	あったかいまちって
	どんなまち？
	グループで出たたくさんの意見の一部を紹介します
	あいさつ・笑顔・思いやり
	交流・イベント・居場所
	だれにでも元気にあいさつができ、笑顔があふれるまち
	「ありがとう」や感謝の言葉が日常的に聞こえるまち
	年齢に関係なく仲良く話せ、思いやりと親切心があるまち
	夏祭りや行事など、世代を超えて楽しめて思い出ができるイベントが多いまち
	子どもから高齢者まで気軽に集まり、交流できる場所や公園があるまち
	住民同士の関わりや会話が盛んなまち
	環境・美化・安全
	助け合い・協力

	ゴミが落ちておらず、ポイ捨てのないきれいなまち
	花や緑が多く、自然を身近に感じられる環境
	治安が良く、事件や事故のない平和で安心できるまち
	困ったときに互いに助け合い、協力できるまち
	誰かのために協力して行動できるまち


	あったかいまちにするため
	自分たちにできること
	グループで出たたくさんの意見の一部を紹介します
	自分から元気によくあいさつをする
	笑顔で過ごし、日頃のご近所づきあいや声かけを意識する
	年齢関係なく色々な人（小さな子どもや高齢者）と積極的に関わる
	募金活動（赤い羽根募金など）への参加
	子ども福祉の体験会をする
	ボランティア活動の幅を広げる
	防災（避難場所の確認）や健康づくりへの意識を持つ
	夏祭りや地域行事の準備・手伝い・片付けに協力する
	自分たちで楽しめる企画（クイズ大会、お笑い・マジックショー、ウォークラリー、運動会等）を考えて開催する
	みんなで交流の場をつくる、ポスターをつくる
	通学路や地域のゴミ拾いをする（楽しく参加できるゴミ拾いイベントの企画）
	ポイ捨てを絶対しない・ポイ捨てをなくす呼びかけ
	花や木を植える・育てる活動（植樹や花壇づくり）


	大人からのメッセージ
	市長・教育長・地域活動者・保護者など、活動を応援する大人からのメッセージ

	アンケート結果
	大人からのメッセージ
	皆さんが楽しんでやっておられることにすごく感動しました。これからも無理せず、楽しんでやっていただければ。
	様々なきっかけ、思いから子ども福祉委員になって活動している発表を、頼もしく聞かせていただきました。これからも継続し、話し合って活動が広がっていってほしいと思います。
	いつも学校、テスト、部活、ゲーム、習い事が忙しい中、阪南市のために頑張ってくれてありがとう。こんなに素晴らしい活動はなかなか経験できませんが、大人になっても自信をもって、「阪南市で子どもボランティアサミット」をしていたと語ってください。
	子ども福祉委員のみなさん、卒業してもこの活動に取り組んでいただいている皆さんありがとうございます。皆さんの自発的な取り組みが、地域に暮らすたくさんの人の笑顔や優しさを届けていることが改めて分かり、嬉しく心強く感じました。


